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ストップ！地球温暖化
P 8　中心市街地活性化リポート「滞在型観光への転換」
P 9　「食」を考えてみよう
P 10　田村家屋敷を文化財指定／情報公開の状況
P 11　感性はがき展作品募集　　　　　　など

“特集”全国植樹祭奥越会場
７日に結ステーションなどで開催

平成21年（2009年）NO.766

6

はい！どうぞ
　奥越ふれあい公園に大型の遊具が
新たに仲間入りし、子どもの元気な
声が響いています。
　春風が心地よい晴れた日、近くに
ある保育園の園児が散歩に来ました。
楽しい遊具のお礼にと、きれいな花
を摘んでくれました。



　
全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土

の
基
盤
で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

毎
年
春
に
国
土
緑
化
推
進
機
構
と

開
催
県
が
共
催
す
る
国
土
緑
化
運

動
の
中
心
的
行
事
で
す
。

　
第
60
回
を
迎
え
る
全
国
植
樹
祭

は
、
森
林
の
恵
み
や
自
然
の
厳
し

さ
を
再
認
識
し
、
多
様
な
機
能
を

も
た
ら
す
福
井
の
元
気
な
森
林
づ

く
り
や
、
美
し
く
誇
り
の
持
て
る

元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行

い
、
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
開
催
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
植
樹
祭
を
契
機
と
し
て
、
県

産
材
の
利
用
拡
大
と
森
林
づ
く
り

を
一
層
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
元
気
な
森 

元
気
な
ふ
る
さ

と
」
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の
県
民
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

未
来
へ
つ
な
ご
う

　 

　
元
気
な
森 

元
気
な
ふ
る
さ
と

 
６
月
７
日
に
第
60
回
全
国
植
樹
祭
が
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
�﹁
未
来
へ
つ
な
ご
う

元
気
な
森
 
元
気
な
ふ
る
さ
と
﹂
を
テ
�
マ
に
福
井
市
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
を
式
典
会
場
に
�
県

内
４
会
場
を
地
域
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
�
大
野
市
で
は
奥
越
会
場
と
し
て
越
前
お
お
の
結
ス
テ
�

シ
�
ン
を
主
会
場
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
�
こ
の
機
会
に
森
林
や
緑
に
つ
い
て
考
え
�

緑
を
守
り
育
て
る
活
動
や
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
�
う
�

第60回

とき：平成21年6月7日日　ところ：越前おおの結
ゆい

ステーションほか

全国植樹祭奥越会場
～奥越まちなかグリーンフェスタ～

　

国
土
緑
化
・
育
樹
運
動
の
一
環
と
し

て
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
ポ
ス
タ
ー

原
画
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
全
国

植
樹
祭
奥
越
会
場
実
行
委
員
会
は
、
大

野
・
勝
山
の
両
市
内
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

合
計
５
５
０
点
の
う
ち
、
ポ
ス
タ
ー
原

画
の
最
優
秀
賞
に
有
終
西
小
２
年
の
谷

倫
太
朗
さ
ん
の
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。

標
語
で
は
高
校
１
年
の
伊
藤
菜
々
子
さ

ん
「
伝
え
よ
う 

み
ん
な
の
未
来
に 

緑
の

森
を
」
を
最
優
秀
賞
に
選
考
し
ま
し
た
。

２
人
は
、
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

標
語
は
伊
藤
さ
ん
が
受
賞

有
終
西
小  

谷
さ
ん
が
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
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奥
越
会
場

　 

「
緑
や
森
林
の
保
全
」

　　
奥
越
会
場
は
「
奥
越
ま
ち
な
か

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
森
林
に
親
し
み
、
緑

を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
緑
や
森
林
の
保
全
を
テ
ー
マ

に
し
た
催
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
奥
越
会
場
の
本
会
場
は
越
前
お

お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
他
会

場
と
し
て
六
呂
師
円
山
公
園
周
辺

で
緑
の
少
年
団
や
希
望
者
に
よ
る

植
樹
、
亀
山
公
園
で
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
自
然
観
察
体
験

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

問
　
奥
越
会
場
実
行
委
員
会

（
農
林
整
備
課
内
　

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
２
４
）

プロローグ（保育園児の演奏）

記念式典

記念植樹

メーン会場中継

クイズ＆ゲーム大会

ふるさと芸能ステージ

　和太鼓祥雲・西谷もじり保存会

ファミリーecoコンサート

　ナナ・イロさわやかライブ

クイズ＆ゲーム大会

タイムカプセル埋設セレモニー

ふるさと芸能ステージ

　大野舞踊研究会・穴馬民踊保存会

終了

  9：30　

  9：50　

10：30

10：50　　

12：15　

12：45　

　　　　　

13：30　

　　　　　

14：15　

14：45　

15：00　

　　　　　

16：00　

プロローグ（保育園児の演奏）9：30

越前おおの
ふるさと市

大
野
商
工
会
議
所

会
館

まちなか交流センター

う
ま
い
も
ん
市

みんなで
木でアート

活動PR
コーナー

流木
　アート人力車

本
部

苗木配布

まちなか
　牧場

タイムカプセル
メッセージ受付

遊具
コーナー

記念植樹
タイムカプセル

巨木ケヤキ

越前おおの
大鍋

イベント
ステージ

輝センター
キラリ

パネル展示

木工教室

六間通り

平
成
大
野
屋

本町通り

駐車場
●越前大野駅横市営駐車場
●大和町市有地（大東染工跡地）
●大野市役所　●有終会館
●学びの里「めいりん」

（無料シャトルバス発着）

苗木の無料配布
11：00～

先着200本！ !

32009.6　広報おおの



ストプッ！ 地球 化6月は
環境月間

CO2 CO2OOOO××××××××××××O2××××CO××××××××××××××××××××OO22××××××COCOOO

年間311kgのCO2が削減。

その他にも私たちができる
いろいろな取り組みがあります♪

約2万円の
削減！

主
役
は
あ
な
た

　

家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
中
で
出
さ
れ
る
大
量
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
「
地
球
温

暖
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
後
に
こ
の
地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
環
境

を
守
り
、
よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
主
役
は
あ
な
た

自
身
で
す
。
私
た
ち
は
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
考
え
、
ま
ず
家
庭
や
学
校
、
職
場
で
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

台 所

①ごはんや湯の
　電気保温をやめる

　電気ポットや炊飯ジャーなど

での保温は、利用時間が長いた

め、多くの電気を消費します。

ご飯は電子レンジで温め直す方

が消費電力は少なくなります。

■年間34㎏のＣＯ２削減

　（約 1,900 円の削減）

◆
冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
回
数
を
減

ら
し
、
開
け
た
ら
す
ぐ
閉
め
る

◆
鍋
の
底
か
ら
こ
ん
ろ
の
火
が
、

は
み
出
さ
な
い
よ
う
料
理
す
る

◆
油
を
捨
て
る
と
き
は
、
新
聞
紙

に
染
み
込
ま
せ
る
か
固
め
る

◆
ト
レ
イ
や
紙
パ
ッ
ク
な
ど
を
、

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る

特　 集
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ストプッ！ 地球 化6月は
環境月間

特　 集

外 出 時

◆
買
い
物
を
す
る
と
き
、
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
よ
う
か
ご
や
袋

を
持
参
す
る

◆
使
い
捨
て
商
品
を
買
わ
な
い

◆
過
剰
な
包
装
を
断
る

◆
車
の
運
転
で
は
急
発
進
を
し
な

い
よ
う
に
し
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
や
め
る

◆
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

部 屋

◆
使
わ
な
い
部
屋
の
照
明
は
、
こ

ま
め
に
消
す

◆
チ
ラ
シ
の
裏
面
な
ど
を
再
利
用

す
る

◆
家
具
や
家
電
製
品
が
壊
れ
た
と

き
は
、
修
理
し
て
使
う

◆
庭
に
植
木
を
し
た
り
、
生
け
垣

を
設
け
た
り
し
て
緑
を
増
や
す

風呂・洗面所

◆
歯
磨
き
や
体
を
洗
う
と
き
に
、

水
を
出
し
っ
放
し
に
し
な
い

◆
洗
濯
は
ま
と
め
洗
い
を
す
る

◆
乾
燥
機
を
使
う
回
数
を
減
ら
す

◆
再
生
品
や
詰
め
替
え
製
品
を
使

い
、
容
器
を
何
回
も
使
う

②シャワーを
　毎日１分減らす

③エアコンを１℃
　弱めに設定する

④週２日往復８㌔
　車の運転をやめる

　体などを洗っている間は、湯

を止め、流しっ放しにしないよ

うに心掛けましょう。節水にも

なりますね。

■年間60㎏のＣＯ２削減

　（約 7,100 円の削減）

　窓の開け閉めや、着るもので

温度調節し、エアコンの設定温

度を暖房ならば１℃低く、冷房

は１℃高くしましょう。カーテ

ンの利用も効果的です。

■年間33㎏のＣＯ２削減

　（約 1,800 円の削減）

　通勤や買い物に行くときに

は、バスや鉄道、自転車などを

使用しましょう。歩くと健康に

もいいですよ。

■年間184㎏のＣＯ２削減

　（約 9,200 円の削減）

28℃
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
平

成
９
年
に
京
都
議
定
書
が
合
意
さ

れ
、平
成
17
年
に
発
効
し
ま
し
た
。

京
都
議
定
書
に
は
先
進
国
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
具
体

的
な
削
減
目
標
や
、
そ
の
達
成
方

法
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ガ
ス
は
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
な
ど
６
つ
で
す
。
平

成
２
年
を
基
準
と
し
て
、
目
標
達

成
期
間
を
平
成
20
年
か
ら
平
成
24

年
ま
で
と
し
、
日
本
で
は
６
パ
ー

セ
ン
ト
の
削
減
目
標
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
が
基
準
年
で
あ
る
平
成
２
年

か
ら
減
る
ど
こ
ろ
か
、
平
成
18
年

現
在
で
約
８
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
、

目
標
値
か
ら
約
14
パ
ー
セ
ン
ト
の

差
が
出
て
お
り
、
目
標
か
ら
程
遠

い
状
況
で
す
。

　
京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ
た

「
約
束
」
を
守
る
た
め
、
国
民
一

人
一
人
が
生
活
を
見
直
し
、
身
の

回
り
の
で
き
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
基
本
計
画
の
見
直
し

　
大
野
市
で
は
平
成
12
年

に
、
環
境
保
全
の
施
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
大
野
市
環
境

基
本
計
画
を
策
定
し
、
計

画
に
基
づ
き
環
境
を
保

全
す
る
た
め
の
施
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
30
年
後

を
展
望
し
な
が
ら
、
策
定

か
ら
10
年
後
の
平
成
22
年

を
目
標
と
し
、
10
年
ご
と

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
環
境
の
状
況
や
施
策

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
大
野
市

環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
温
暖
化
対
策
計
画
の
策
定

　
平
成
20
年
６
月
に
「
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
や
中
核

市
な
ど
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
」
の
策
定
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
市
町
に
は
策
定
義
務
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
市
で
も
地
域

の
自
然
や
社
会
的
な
条
件
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、「
大

野
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

問
　
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
１
）

京
都
議
定
書
の
約
束
を
守
る
た
め
に

太陽光発電設備の導入を支援
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 地球温暖化防止に有効な「太陽光発
電設備」を設置する人に対し、国や県、
市から補助金の交付を受けることがで
きます。申請は一元化されています。
●１㌔ワット当たりの補助金額

計11 万８千円（うち市１万２千円）
※市は４㌔ワットまで。他の条件あり

●対象（本市の補助金分）
 ４月１日以降に本市内で自己の居
住する住宅に個別対象システムを設
置する人で、市税を完納している人
●申請窓口

ＮＰＯ法人エコプランふくい
（☎ 0776・30・0092）
〒 910-0859 福井市日之出 2-2-16

本
市
で
も
実
情
に
合
わ
せ

　
　

計
画
的
に
施
策
を
推
進

約束

悪い

良い

0

-6%

温室効果ガスの排出量（日本全体）

大野市の温室効果ガス（部門別排出量）

平成2年 を0として

平成2年

その他
31.6

34.8

29.4

家庭

産業

運輸

オフィス等

平成12年 平成17年

8%増
平成18年

目標との差

14% 

特に
自動車

2.6

6.8

3.5

4.1

14.6

2.0

8.3

4.2

5.0

9.9

2.6

8.9

4.1

5.2

14.0

景
気
の
後
退
な
ど
で

「
産
業
」部
門
の
排
出
量
が

減
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
油
断
は
で
き
な
い

状
況
で
す
。

万トン
-CO2［　　  ］

大野市環境基本計画の見直しと将来展望

第1期 第 2期 第 3期

平成12年

計画
策定

22年

見直し

32年

見直し

42年

将来
展望

特　 集
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不
法
投
棄
と
は
「
廃
棄
物
を
み

だ
り
に
捨
て
る
こ
と
」
で
す
。
こ

れ
は
重
大
な
犯
罪
。

　
事
業
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
産

業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
々
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃
棄

物
で
あ
っ
て
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
違
反
し
て
廃
棄
物
を
捨

て
た
場
合
、「
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
未
遂
や

不
法
投
棄
を
目
的
と
し
て
、
廃
棄

物
の
収
集
や
運
搬
を
し
た
者
も
罰

せ
ら
れ
ま
す
。
法
人
の
従
業
員
な

ど
が
業
務
に
関
す
る
不
法
投
棄
を

行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
人
な
ど

に
対
し
１
億
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
拡
大
を
防
止
す
る

に
は
、
早
期
の
発
見
や
通
報
が
重

要
で
す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

と
き
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
福
井
県

循
環
社
会
推
進
課
☎
０
７
７
６
・

20
・
０
５
８
４
）
▼
福
井
県
奥

越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
66
・

２
０
７
６
）
▼
市
環
境
衛
生
課

　
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き

も
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
適
正
な
構
造
の
焼
却
設
備
に
よ

る
焼
却
、
風
俗
習
慣
上
や
宗
教
上

の
理
由
以
外
の
焼
却
は
、
法
律
違

反
と
な
り
「
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
」

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
野
焼
き
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
は
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
２
）

　
平
成
12
年
12
月
か
ら
地
下
水
の

保
全
に
向
け
「
大
野
市
地
下
水
保

全
基
金
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
基
金
は
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
積
み

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
下
水
を

守
り
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
を
将
来
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
基
金
は
次
の
よ
う
な
地
下
水

保
全
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
市
民
や
市
内
の
団
体
が
行
う
地

下
水
の
保
全
に
つ
い
て
の
活
動

へ
の
補
助

①
地
下
水
や
表
流
水
の
研
究
調
査

②
地
下
水
や
表
流
水
の
保
全
の
た

め
の
啓
発
活
動

③
地
下
水
の
合
理
的
利
用
や
節
水

の
た
め
の
施
設
整
備

補
助
率
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

限
度
額
　
①
と
②
は
10
万
円

　
　
　
　
③
は
50
万
円

▼
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
事
業

所
が
行
う
事
業
の
補
助

①
水
量
測
定
器
の
設
置

②
地
下
水
循
環
再
利
用
施
設
の
整
備

③
節
水
型
機
器
へ
の
改
造

補
助
率
　
対
象
経
費
の
３
分
の
１

限
度
額
　
①
と
②
は
４
０
０
万
円

　
　
　
　
③
は
10
万
円

▼
上
流
地
域
で
の
地
下
水
か
ん
養

事
業

問
　
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３)

不
法
投
棄

不
法
投
棄

発
見
し
た
ら
通
報
を

ダ
メ

み
ん
な
で
守
ろ
う
大
野
の
地
下
水

地
下
水
保
全
基
金
に
協
力
を

地下水保全基金の状況
（平成21年３月末現在）

▼基金の残高   3,223万円

▼基金の活用事例
　・研究調査・啓発活動
　　　　 55万円（８件）
　・施設整備への補助
　　　　143万円（17件）
　・地下水かん養事業
　　　　300万円（１件）

地
下
水
保
全
に
活
用

越前信用金庫 様

福井システムズ株式会社 様

ニチコン株式会社 様

有限会社南部酒造場 様

野田佳江 様

大野市職員共済会 様

（順不同）

【 昨 年 度 の 寄 付 者 】

野
焼
き
も
犯
罪

　４月 12日に塚原区で、地元住民約 40人、市や警察
署など関係行政機関の職員などが、不法投棄されたご
みの撤去作業を行いました。その量は金属くずや自動
車のタイヤなど、なんと４㌧。

特　 集
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ま
ち
の
賑
わ
い
や
活
気
を
創
出

す
る
た
め
、「
歴
史･
文
化･

伝

統･

水
に
育

は
ぐ
く
ま
れ
た
城
下
町
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
観
光
の
振
興
を
図

り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
大
野
市
の
「
ま
ち
な
か
」
を
訪

れ
る
観
光
客
の
多
く
は
、
滞
在
時

間
が
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
で

「
通
過
型
」
の
観
光
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
観
光
客
の
消
費
を
拡
大

さ
せ
、
経
済
効
果
を
得
る
た
め
に

は
「
滞
在
型
交
流
」
の
観
光
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
滞
在
時
間
を
長
く
す
る

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、

文
化
、
伝
統
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る

人
な
ど
、
す
べ
て
の
「
越
前
お
お

の
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
用
し
、
見
る

だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
て
飲
む
、

歩
く
、
学
ぶ
、
作
る
な
ど
の
体
験

に
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

滞
在
時
間
を
長
く
す
る
た
め
に
は

重
要
で
す
。

○
宿
泊
客
を
増
や
す

　
本
市
の
観
光
入
込
み
客
数
は
、

平
成
20
年
で
１
５
１
万
５
千
人
と

前
年
よ
り
８
万
１
千
人
増
加
し
て

い
ま
す
。こ
の
う
ち
宿
泊
客
数
は
、

８
万
２
千
人
と
、
前
年
よ
り
２
千

人
増
加
し
た
も
の
の
、
入
込
み
客

数
に
占
め
る
割
合
は
、
わ
ず
か
約

５
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

福
井
県
全
体
で
は
、
宿
泊
客
が
入

込
み
客
全
体
の
約
25
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
本
市
で

の
宿
泊
客
数
の
増
加
へ
向
け
た
取

り
組
み
も
必
要
で
す
。

○
宿
泊
情
報
の
充
実

　
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
支
援
し
、
宿
泊
施

設
の
詳
細
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

受
付
機
能
を
備
え
る
こ
と
で
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

○
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

　「
越
前
お
お
の
」
の
安
心
・
安

全
で
お
い
し
い
食
材
を
生
か
し

た
郷
土
料
理
を
手
軽
な
昼
食
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
商
品
化
を
図
り

ま
す
。
個
人
の
観
光
客
だ
け
で
は

な
く
、
旅
行
会
社
の
企
画
す
る
ツ

ア
ー
な
ど
の
団
体
客
に
対
し
、
趣

の
あ
る
旅
館
で
提
供
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

○
ま
ち
な
か
遠
足
の
誘
致
促
進

　
平
成
20
年
に
は
、「
ま
ち
な
か

遠
足
」
に
40
校
・
約
３
４
０
０
人

の
児
童
生
徒
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
受
入
態
勢
を
さ
ら
に
充
実
す

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
躍
し

た
人
物
な
ど
、
大
野
の
歴
史
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

○
観
光
セ
ー
ル
ス
活
動
の
強
化

　
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
る
福
井
県
観
光
商
談
会
へ
参

加
し
ま
す
。
延
べ
70
社
訪
問
を
目

標
に
し
た
旅
行
業
者
と
の
商
談
、

大
阪
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
で
「
越
前
お
お
の
」
を

幅
広
く
宣
伝
し
、
誘
客
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

問
　
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
６
２
）

 

中
心
市
街
地
活
性
化
リ
ポ
ー
ト
⑥

滞
在
型
交
流
観
光
へ
の

            

転
換
を
目
指
し
て

本
年
度
の
主
な
事
業

宿泊
25％

宿泊
5％

日帰り75％

日帰り95％
大野市

福井県

増
加
さ
せ
る

宿泊客の割合
県全体では観光客
の25％が宿泊し
ているが本市では
5％ほど
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第
14
回
北
陸
地
域
環
境
保

全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
本
年
３
月
に
農
事
組
合

法
人
川
上
生
産
組
合
（
呼
称
・

エ
コ
フ
�
ー
ム
か
わ
か
み
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
全

国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
会

議
」
が
主
催
し
、
化
学
肥
料
や

農
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
る
環

境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た

農
業
を
全
国
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
組
合
は
平
成
16
年
に
川

上
集
落
の
自
然
豊
か
な
農
環

境
を
守
り
、
地
域
農
業
の
発
展

を
目
的
に
設
立
し
、
現
在
は
23

農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
稲
、
大
麦
、
ソ
バ
の
３
作

物
を
２
年
で
作
付
け
す
る
輪
作
や

堆た
い

肥ひ

に
よ
る
土
づ
く
り
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
18
年
に
エ
コ
フ
�
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
同
組
合
が

自
然
環
境
に
対
す
る
負
の
影
響
を

低
減
す
る
環
境
保
全
型
農
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
大
賞
や
優
秀
賞
に
次
ぐ
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
堆
肥
使
用
に
よ
る
地
力
向
上
と

化
学
肥
料
の
低
減

▼
河
川
堤
防
、
畦け

い

畔は
ん

の
草
刈
り
に

よ
る
土
壌
流
出
防
止
と
集
落
環

境
の
保
護

▼
地
産
地
消
と
地
域
交
流
の
推
進

問
　
農
業
農
村
振
興
課
農
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
７
）

　
　
　

  　
「
食
」を

                       

考
え
て
み
よ
う

項　　　　　目 状況
（20年度）

目標値
（23年度）

小・中学校の給食における食材の総使用量に占める
地場食材の使用量の割合

36.5％
（11月調査） 35％

地元の生産者グループ等が生産する農林産物を利用
した給食を実施する小・中学校数 全校 全校

地元の生産者グループ等が生産する農林産物を利用
した給食を実施する公立幼稚園数 全園 全園

地元の生産者グループ等が生産する農林産物を利用
した給食等を実施する公立保育園数 １／６園 全園

エコファーマーの人数 336人 300人

ふくい食育ボランティアに登録する個人・団体数 35人
10 団体

50人
10 団体

食育コーディネーターの人数 ５人 20人

「食育」に関する教室への延べ参加者数 5,455人 3,100人

製造工程の見学に協力する企業数 ４企業 ５企業

１人が１日に出すゴミの平均排出量 905ｇ 800ｇ

ゴミのリサイクル率 26.6％ 30％

　
市
が
平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
﹁
越
前
お
お
の
食
育
推
進
計
画
﹂
の
目
標
の

達
成
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�
こ
れ
か
ら
も
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
�
さ
ま
ざ

ま
な
食
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
�
う
�

問
　
産
業
政
策
課
政
策
推
進
係
︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
２
︶

北陸地域環境保全型農業推進コンクール
エコファームかわかみ 奨励賞を受賞

 佐々木憲治代
表は、「今後も環
境調和型農業の
維持・発展に向
け て 取 り 組 み、
地元の福祉施設
などへ、より安
全で安心なおい
しいお米を提供

していきたいと思っています。都市
部に住む人には、農村活動の理解を
深めてほしいです。生産活動だけで
はなく農地の保全や自然環境の保護
にも積極的に取り組んでいきたいで
すね」と話してくれました。

安全・安心なお米を提供したい

川上生産組合
代表・佐々木憲治さん

6月は
  食育月間

目標を達成
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大
野
市
教
育
委
員
会
は
、
城
町

に
あ
る
武
家
屋
敷
「
田
村
又
左
衛

門
家
屋
敷
」を
市
指
定
文
化
財（
史

跡
）
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

市
文
化
財
は
１
１
０
件
、
う
ち
史

跡
は
13
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
村
家
屋
敷
は
、
越
前
大
野
城

の
外
堀
「
百
間
堀
」
西
側
の
「
三

の
丸
」
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

屋
敷
内
に
あ
る
住
宅
の
う
ち
１
階

部
分
は
、
１
８
２
７
年
に
、
矢
区

か
ら
農
家
を
移
築
し
武
家
屋
敷
に

改
修
さ
れ
た
も
の
で
す
。
住
宅
の

東
側
に
あ
る
庭
園
に
は
越
前
大
野

城
の
土
居
（
城
の
周
囲
に
め
ぐ
ら

し
た
土
の
垣
）
を
転
用
し
た
築
山

が
あ
り
ま
す
。

　
田
村
家
は
、
１
７
５
９
年
に
田

村
左
兵
衛
家
の
二
男
央て

る

俊と
し

が
分
家

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
１
７
７
３

年
に
屋
敷
を
拝
領
し
、「
三
の
丸

田
村
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
二
代
俊と

し

強た
け

は
１
８
３
７
年
に
大

野
藩
の
家
老
を
務
め
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
係
（
☎
66
・

５
４
１
０
）

　
情
報
公
開
条
例
で
は
、
平
成
10

年
４
月
１
日
以
降
に
市
が
作
成
、

取
得
し
た
文
書
に
つ
い
て
、
公
開

請
求
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
市
が
努
め
て
同
じ
よ
う

に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
集
計
で
は
、
前
者
を
公
開
請

求
、
後
者
を
公
開
申
出
（
大
野
市

以
外
か
ら
の
請
求
を
含
み
ま
す
）

と
区
別
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
市

が
保
有
す
る
自
己
を
本
人
と
す
る

保
有
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
の
開
示
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
　
総
務
課
行
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
４
４
）

　
平
成
20
年
度
中
に
「
大
野
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
く
公

文
書
の
公
開
請
求
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

情
報
公
開

     

個
人
情
報
開
示

田
村
家
屋
敷
を

       

文
化
財
指
定

20
年
度
分
実
施
状
況

平成20年度情報公開実施状況

区分 受付件数
決定件数

不存在 取り下げ
公開 非公開

公開請求 34 件 31（21）件 ０件 ３件 ０件

公開申出 ５件 ４（０）件 ０件 １件 ０件

計 39 件 35（21）件 ０件 ４件 ０件

※公開のカッコ内は一部公開の数を示しています。
※非公開はありませんでした。受付件数の実施機関別内訳は、市長 30 件、教育委
 員会３件、消防長１件、議会５件でした。
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第６回 越前大野

感性はがき展 作品募集

テーマ

一般、中高校生、小学生以下の３部門

誰でも応募できる（出品無料）

はがきの大きさ（10㌢×15㌢）

絵画、写真、CG、書、文書（100字程度）、　　
切り絵、版画、絵手紙（文字は31字程度）など
星を題材にするもの。材質は問わない

最優秀賞 １点  賞状と賞金10万円
優秀賞 ３点  賞状と賞金５万円
準優秀賞 ６点  賞状と賞金３万円
特別賞 10点  賞状と賞金１万円
佳作 30点  賞状
（中高校生以下は、賞金の代わりに図書カード）

平成22年３月（予定）

応募先 越前大野感性はがき展
 （〒912-8691 大野郵便局 私書箱18号）
　問　 越前大野感性はがき展実行委員会事務局
 （文化課内 ☎66・5410）

審 査 員

感性はがき展の趣旨
　大野市は、平成８年に真名川上流にある自然林（ブナ林）を購入し

ました。ブナ林のように、たった一枚の葉がたくさん集まれば、木と

なり、そして大地を作り出し、私たちの生命の源となる水の恵みを

与えてくれます。

　私たちは、一枚の葉を一枚のはがき（メッセージ）に置き換え、

一人一人の小さなメッセージを集め、それを大きなメッセージにし

ていこうと考え、「･･･小さなはがきに込められた大きなこころ･･･

越前大野感性はがき展」を開催します。
星

部 門

応募資格

作 品

ジャンル

　 賞 　

発表・表彰

村瀬雅夫
東京・渋谷区松濤美術館長

川上明日夫
詩人

真野響子
女優

松本　猛
安曇野ちひろ美術館長

９月30日まで
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